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※ △は減額補正

　

12
月
２
日
か
ら
17
日
ま
で
の
会
期
で
定
例
会
を
開
催
し
審
議
し
た
。
平
成
25
年
度

補
正
予
算
３
件
、
条
例
の
一
部
改
正
２
件
、
条
例
の
制
定
３
件
、
規
約
の
一
部
変
更

１
件
を
原
案
通
り
可
決
。
人
事
案
件
２
件
を
適
任
と
し
た
。

第
４
回
定
例
会

6億２,4０9万円　増額補正
補 正 予 算 の 内 容

歳入歳出それぞれ 総額 6億2,409万8千円

◎主な歳入
　○ 国庫支出金
　　 •地域の元気臨時交付金基金費� ４億１, ８１２万１千円
　　 •津波高潮危機管理対策事業費� △ １，０００万　　円
　○ 県支出金　　�
　　 •緊急地震・津波対策事業基金費� １億　 ５００万　　円
　　 •水産業振興事業費� △ ８００万　　円

◎主な歳出
　　 •地域の元気臨時交付金基金費� ４億１，８１２万１千円
　　 •緊急地震・津波対策事業基金費� １億　�５００万　　円
　　 •子ども医療費� １，２５９万１千円
　　 •交通安全施設整備費� ５５４万１千円
　　 •図書館管理費� ５６８万５千円

問　
子
ど
も
医
療
費
が

１
２
５
９
万
円
。
小

中
学
生
の
医
療
費
が
増
大

し
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、

そ
の
理
由
は
。

答　
24
年
の
10
月
か
ら

医
療
費
を
現
物
給
付

化
し
た
た
め
、
こ
れ
ま
で

申
請
し
て
い
な
か
っ
た
方

が
、
現
物
給
付
を
受
け
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
要

因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

問　
軽
微
な
症
状
で
も

医
者
に
か
か
り
、
費

用
が
増
え
る
可
能
性
が
あ

る
と
思
う
が
対
策
は
。

答　
制
度
を
利
用
し
や

す
く
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、
簡
単
に
医
療
機

関
に
か
か
っ
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
だ
が
、
軽
微
か

重
篤
か
の
判
断
は
難
い
。

多
重
受
診
、
重
複
受
診
の

チ
ェ
ッ
ク
は
し
て
い
る
。

問　
地
域
の
元
気
臨
時

交
付
金
が
ト
ー
タ
ル

で
15
億
８
千
万
円
ほ
ど

あ
っ
た
と
思
う
が
、
今
回

の
補
正
で
、
７
億
１
千
万

円
と
な
る
。
残
り
の
８
億

７
千
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
な
い
が
。

答　
す
で
に
、
歳
出
規

模
が
決
ま
っ
て
い
る

と
い
う
も
の
に
つ
い
て
、

計
上
を
し
て
い
る
。

　

今
年
度
の
事
業
の
推
移

を
見
な
が
ら
、
３
月
補
正

の
機
会
に
財
源
振
替
を
し
、

26
年
度
に
使
え
る
額
を
精

査
し
確
定
し
て
い
く
。

問　
一
時
借
入
金
の
状

況
は
ど
う
か
。

答　
11
月
現
在
で

６
億
５
千
万
円
で
あ

る
。

■用語解説■　医療費の現物給付とは

　子どもの受診時に、受給者票を提示する
ことにより受診料金を負担しないこと。
受診＝現物という解釈です。
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一般会計補正予算

問　
交
通
安
全
対
策
費

の
施
設
整
備
は
、
榛

南
幹
線
４
カ
所
、
東
名
川

尻
幹
線
４
カ
所
と
聞
い
て

い
る
。
ど
の
よ
う
な
施
設

整
備
か
。

答　
強
調
記
号
・
カ
ラ
ー

舗
装
と
ソ
リ
ッ
ド
シ
ー

ト
の
標
示
を
行
う
。

問　
信
号
機
が
設
置
さ

れ
た
場
合
、
強
調
記

号
や
カ
ラ
ー
舗
装
は
撤
去

す
る
の
か
。

答　
撤
去
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

問　
東
名
川
尻
幹
線
と

高
畑
高
島
線
の
交
差

点
で
は
過
去
に
小
学
生
の

事
故
が
あ
っ
た
。
危
険
な

箇
所
な
の
で
信
号
機
の
設

置
を
地
元
で
も
陳
情
し
て

い
る
。
警
察
に
優
先
順
位

を
付
け
陳
情
を
し
て
い
る

か
。

答　
榛
南
幹
線
と
東
名

川
尻
幹
線
で
７
カ
所

設
置
す
る
。
最
優
先
で
設

置
す
る
と
こ
ろ
は
国
道
150

号
の
交
差
点
で
あ
り
、
来

年
度
は
設
置
箇
所
が
増
え

る
と
警
察
か
ら
聞
い
て
い

る
。問　

幹
線
道
路
が
４
月

か
ら
供
用
開
始
さ
れ

る
。
地
域
の
方
に
は
し
っ

か
り
説
明
を
し
、
要
望
を

聴
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
が
。

答　
幹
線
道

路
に
つ
い

て
は
、県
が
行
っ

て
い
る
の
で
、

県
か
ら
何
ら
か

の
周
知
が
あ
る

と
思
う
。
町
と

し
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で

周
知
を
し
て
い

く
。
地
元
に
対

し
て
は
、
通
知

な
ど
を
考
え
て

い
る
。

交通安全対策は、３点セットで行う。
強調記号・カラー舗装・ソリッドシート

議
会
報
告
会
の
意
見
を
参
考
に
し
た

交
通
安
全
対
策
の
質
疑

　　ソリッドシート
・道路路面に描かれた標示であるが、立体
的に見える。
・ドライバーに道幅を狭く見せ、車両を安
全に緩やかに減速させる効果がある。
・ドライバーへの注意喚起の効果がある。

左図：交通安全対策施工箇所図
　　　 ：対策交差点
下図：ソリッドシート施工例
　　　大幡川幹線・焼津榛原線の交差点
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○
１
億
３
２
０
３
万
１
千
円

増
額
補
正
。

○
主
な
内
容

・
保
険
給
付
費
が
大
幅
に

伸
び
た
た
め
、
財
源

と
し
て
基
金
（
貯
金
）

８
２
５
３
万
６
千
円
の

繰
り
入
れ
を
し
た
。

問　
補
正
後
の
保
険
給

付
費
は
、
残
り
何
カ

月
分
に
な
る
の
か
。

答　
療
養
給
付
費
は
、

５
カ
月
分
、
高
額
療

養
費
は
４
カ
月
分
で
あ
る
。

問　
昨
年
同
期
と
比
べ

医
療
費
が
約
10
％
伸

び
て
い
る
が
、
増
額
要
因

は
。答　

高
額
な
医
療
を
受

け
る
方
が
増
え
こ
れ

に
加
え
、
新
薬
な
ど
が
保

険
診
察
の
対
象
と
な
り
、

さ
ら
に
医
療
の
高
度
化
の

影
響
も
あ
る
。

問　
時
節
が
ら
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
医

療
費
が
増
え
る
要
因
が
考

え
ら
れ
る
が
、
そ
の
分

は
、
見
込
ん
で
い
る
か
。

答　
前
半
の
状
況
を
把

握
し
、
見
込
ん
で
い

る
。問　

今
回
の
補
正
に
よ

り
基
金
残
高
が
約

８
５
０
０
万
円
と
な
る
。

今
後
の
医
療
費
の
推
移
に

よ
っ
て
は
不
安
を
感
じ
る

が
。答　

大
変
厳
し
い
状
況

で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。問　

一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
は
考
え
て

い
る
か
。

答　
現
状
で
は
、
考
え

て
い
な
い
。

○
３
千
万
円
増
額
補
正
。

○
主
な
内
容

・
浜
田
土
地
区
画
整
理
事

業
地
内
の
榛
南
幹
線
が

26
年
3
月
に
完
成
予
定

の
た
め
排
水
管
敷
設
工

事
が
必
要
と
な
っ
た
。

問　
当
初
予
算
に
工
事

請
負
費
を
計
上
し
な

い
で
、
今
回
の
補
正
で
計

上
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

答　
予
算
編
成
時
に

は
、
浜
田
土
地
区
画

整
理
組
合
が
実
施
す
る
も

の
と
認
識
し
て
い
た
が
、

組
合
に
は
水
道
工
事
を
行

う
ノ
ウ
ハ
ウ
や
資
金
が
な

い
た
め
、
町
で
水
道
管
を

埋
設
し
て
も
ら
え
な
い
か

と
協
議
の
申
し
入
れ
が

あ
っ
た
。

問　
協
定
を
結
ん
だ
と

い
う
こ
と
だ
が
、
内

容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
榛
南
幹
線
の
本
管

に
つ
い
て
、
水
道
課

が
事
業
を
行
う
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
は

事
業
組
合
が
自
ら
敷
設
す

る
。問　

組
合
の
方
か
ら
資

金
不
足
で
あ
る
と
い

う
が
、
今
年
度
の
予
算
上

な
い
の
か
、
も
と
も
と
資

金
が
な
い
の
か
、
ど
ち
ら

か
。答　

区
画
整
理
事
業
で

は
、
国
の
補
助
、
町

の
補
助
、
保
留
地
を
売
却

し
て
事
業
費
に
充
て
て
い

る
。
ど
こ
の
事
業
で
も
資

金
繰
り
に
つ
い
て
は
厳
し

い
。問　

土
地
区
画
整
理
事

業
助
成
要
綱
で
は
２

分
の
１
と
な
っ
て
い
る

が
、
町
で
全
部
予
算
措
置

を
す
る
の
か
。

答　
議
員
に
報
告
し
て

な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
要
綱
に
つ
い
は
、
11

月
１
日
に
改
正
し
、
削
除

し
て
あ
る
。

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

保
険
給
付
費
が
大
幅
増

45000

40000

35000

30000

25000

20000

15000

10000

5000

0
20年度

3億9200

2億9400
2億5300 2億2900

1億9900

21年度 22年度 23年度 24年度

国民健康保険給付等支払準備基金の推移
（決算額　単位：万円）

175000

170000

165000

160000

155000

150000

145000

140000

135000

130000

125000
20年度

14億2900

15億3100

16億5700
16億8900 17億1000

21年度 22年度 23年度 24年度

保険給付費（医療費）の推移
（決算額　単位：万円）

4よしだ議会だより 第72号



吉
田
町
立
こ
ど
も
発
達
支

援
事
業
所
設
置
条
例

吉
田
町
地
域
の
元
気
臨
時

交
付
金
基
金
条
例

吉
田
町
緊
急
地
震
・
津
波

対
策
事
業
基
金
条
例

吉
田
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

人
事
案
件

　

心
身
の
発
達
に
つ
い
て

支
援
を
必
要
と
す
る
児

童
お
よ
び
そ
の
保
護
者

に
対
し
、
日
常
生
活
に

お
け
る
基
本
的
動
作
の

指
導
、
集
団
生
活
へ
の

適
応
な
ど
へ
の
支
援
お

よ
び
相
談
を
行
う
た
め

に
事
業
所
を
設
置
す
る
。

問　
利
用
定
員
は
、

１
日
に
つ
き
児
童

30
人
と
あ
る
が
、
定
期

通
園
と
並
行
通
園
を
合

わ
せ
た
も
の
か
。

答　
そ
の
通
り
で
あ
る
。

問　
50
人
規
模
と
聞
い

て
い
た
が
、
定
員
を

30
人
と
し
た
わ
け
は
、
何

か
。答　

現
在
の
申
し
込
み

状
況
を
見
て
、
30
人

が
妥
当
だ
と
判
断
し
た
。

問　
実
施
時
間
が
９
時

か
ら
16
時
と
な
っ
て

い
る
が
、
延
長
な
ど
は
考

え
て
い
な
い
の
か
。

答　
申
し
込
み
を
さ
れ

た
方
に
は
、
こ
の
時

間
帯
で
理
解
を
い
た
だ
い

　

国
か
ら
の
交
付
金
を
、

対
象
と
な
る
事
業
の
円
滑

な
実
施
に
資
す
る
た
め
、

基
金
と
し
て
積
み
立
て
を

行
う
。

問　
条
例
に
は
、
基
金

を
金
融
機
関
へ
の
預

金
そ
の
他
最
も
確
実
か
つ

有
利
な
方
法
に
よ
り
保
管

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

あ
る
が
、
具
体
的
に
は
ど

う
い
う
こ
と
か
。

答　
積
み
立
て
た
元
本

が
減
少
し
な
い
管
理

と
、
元
本
割
れ
が
生
じ
な

い
よ
う
な
運
用
益
が
出
る

措
置
を
講
じ
る
。

　

県
か
ら
の
交
付
金
を
、

緊
急
的
か
つ
重
点
的
に
取

り
組
み
、
計
画
的
に
実
施

す
る
必
要
の
あ
る
地
震
・

津
波
対
策
事
業
に
要
す
る

経
費
に
充
て
る
た
め
、
基

金
と
し
て
積
み
立
て
を
行

う
。

吉
田
町
営
住
宅
管
理
条
例

の
一
部
改
正

　

国
の
法
律
改
正
に
伴
い

条
文
の
一
部
改
正
。
こ
れ

に
よ
り
、
家
庭
内
暴
力
な

ど
の
被
害
者
に
関
し
改
正

さ
れ
、
町
営
住
宅
へ
入
居

す
る
者
の
安
心
が
確
保
さ

れ
る
。

問　
被
害
者
の
認
定
は
、

誰
が
ど
う
い
う
形
で

行
う
の
か
。

答　
都
市
建
設
課
で
調

査
を
行
い
、
町
長
に

報
告
し
、
結
論
を
出
し
て

い
く
。

　

第
15
条
の
９
を
改
正
。

　
「
災
害
派
遣
手
当
に
大
規

模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関

す
る
も
の
を
新
た
に
規
定

す
る
と
と
も
に
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の

職
員
派
遣
も
支
給
の
対
象

と
な
る
。」
な
ど
を
加
え
る
。

問　
災
害
時
、
他
自
治

体
に
派
遣
依
頼
し
た

場
合
、
公
共
の
施
設
や
そ

の
他
の
施
設
を
使
用
す
る

と
い
う
規
定
は
あ
る
の
か
。

答　
災
害
派
遣
手
当
要

綱
が
あ
る
。
町
の
庁

舎
内
に
泊
ま
る
場
合
は
、

３
９
７
０
円
、
一
般
の
宿

泊
施
設
の
場
合
は
、
６
６

２
０
円
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。問　

連
続
し
て
派
遣
さ

れ
た
場
合
、
土
・
日

祭
日
は
ど
う
な
る
か
。

答　
区
域
内
に
到
着
し

た
日
か
ら
出
発
の
日

の
前
日
ま
で
の
期
間
で
支

給
す
る
。

○
吉
田
町
人
権
擁
護
委
員

・
増
　
田
　
信
　
行
　
氏

　

昭
和
22
年
２
月
４
日
生

　

川
尻
２
２
０
４
番
地

・
鈴
　
木
　
茂
　
樹
　
氏

　

昭
和
24
年
９
月
15
日
生

　

住
吉
２
７
１
３
番
地
５

　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
適
任
と
し
た
。

条例の制定・改正
規約の変更ほか

て
い
る
が
今
後
、
必
要
な

方
が
あ
れ
ば
検
討
を
す
る
。

■用語解説■　人権擁護委員とは
　人権擁護委員法に基づいて、人権相談を受けた
り人権の考えを広める活動をしている民間ボラン
ティアです。町長が委員にふさわしい地域の候補
者を選び、議会の意見を聞いたうえで法務局へ推
薦します。その後、法務局にて検討し法務大臣か
ら委嘱されます。

（法務省ホームページから抜粋）

すみれ保育園完成予想図
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議会は生かす
開
催
日
・
会
場

・
10
月
22
日　

川
尻
会
館

・
10
月
23
日　

自
彊
館

・
10
月
24
日　

片
岡
会
館

・
10
月
25
日　

住
吉
会
館

報
告
内
容

①　

平
成
24
年
度
決
算
に

つ
い
て

②　

平
成
25
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て

③　

吉
田
町
教
育
環
境
整

備
に
つ
い
て

参
加
状
況

②　
年
齢
別
参
加
者
数

③　
男
女
別
参
加
者
数

①　
地
区
別
参
加
者
数

質
疑
内
容

①
　
決
算
に
つ
い
て

問　
財
政
健
全
化
判
断

比
率
の
説
明
を
も
っ

と
詳
し
く
し
て
ほ
し
い
。

答　
町
の
財
政
状
況
を

客
観
的
に
表
し
、
財

政
の
早
期
健
全
化
や
再
生

の
必
要
性
を
判
断
す
る
た

め
の
も
の
と
し
て
、
実
質

公
債
費
比
率
、
実
質
赤
字

比
率
、
将
来
負
担
率
な
ど

の
指
標
で
表
し
て
い
る
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
簡

単
に
言
え
ば
、
町
の
収
入

に
対
す
る
借
金
の
返
済
額

の
比
率
で
、
24
年
度
は

15
・
1
％
で
問
題
は
な
く

健
全
で
あ
る
。

問　
実
質
公
債
費

比
率
の
話
で
出

た
18
％
と
い
う
数
字

は
何
か
。

答　
こ
の
数
字
を

上
回
る
と
、
借

金
を
す
る
場
合
、
知

事
の
許
可
が
必
要
に

な
る
な
ど
の
制
約
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
。

◎
意
見
・
要
望

・
決
算
を
家
計
簿
に
置
き

換
え
て
説
明
し
た
の
は

良
か
っ
た
。
家
庭
で
も

ロ
ー
ン
が
10
％
を
越
え

る
と
苦
し
く
な
る
。
公

債
費
も
現
状
を
保
っ
て

ほ
し
い
。

②
　
防
災
に
つ
い
て

問　
津
波
避
難
タ
ワ
ー

が
15
基
で
き
る
が
、

小
規
模
な
タ
ワ
ー
で
良
い

の
で
増
や
し
て
ほ
し
い
。

と
て
も
時
間
内
に
避
難
で

き
る
自
信
が
な
い
。

　

議
会
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
議
会
の
活
動
を
知
っ
て

も
ら
い
、
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎

年
２
回
、
予
算
お
よ
び
決
算
審
議
の
あ
と
、
タ
イ
ム
リ
ー

な
話
題
を
加
え
て
議
会
報
告
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　

第
７
回
の
今
回
は
、
幼
稚
園
、
保
育
園
お
よ
び
小
中

学
校
の
保
護
者
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
教
育

環
境
整
備
な
ど
に
関
す
る
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

議
会
は
、
そ
の
意
見
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
議
論
し
、

一
般
質
問
、
議
案
質
疑
や
委
員
会
で
検
討
す
る
な
ど
に

よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
生
か
し
て
い
く
こ
と

に
し
た
。

川尻会館

住吉
17

25
27

22 川尻
片岡
北区

（単位：人）

66

27
男性
女性

（単位：人）

30歳代14

2436

7

8
40歳代

20歳代

50歳代
60歳代
70歳以上
（単位：人）
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第7回�議会報告会

皆さんの意見を
答　
町
は
、
避
難
街
区

を
設
定
し
て
人
数
や

避
難
時
間
を
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
津
波
避
難
タ

ワ
ー
を
建
設
し
た
。
今

後
、
避
難
訓
練
を
行
い
実

情
に
合
っ
た
避
難
を
各
自

で
検
討
し
て
、
課
題
な
ど

が
あ
れ
ば
、
自
主
防
災
会

を
通
じ
て
町
に
挙
げ
て
ほ

し
い
。

問　
津
波
避
難
タ
ワ
ー

の
高
さ
が
低
い
と
言

う
人
が
い
る
が
。

答　
設
計
は
、
東
大
の

都
司
准
教
授
監
修
で

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、
そ
の
津
波
高
を

も
と
に
高
さ
や
強
度
を
計

算
し
て
、
さ
ら
に
余
裕
を

持
た
せ
た
高
さ
に
し
て
い

る
と
の
説
明
を
受
け
て
、

議
会
は
議
決
し
た
。

問　
防
災
訓
練
で
津
波

避
難
タ
ワ
ー
を
利
用

し
た
が
、
お
年
寄
り
や
足

腰
の
弱
い
方
た
ち
は
、
階

段
を
上
れ
な
い
の
で
、
下

で
待
機
し
て
い
た
。
ス

ロ
ー
プ
な
ど
の
対
応
策
は
。

答　
各
地
区
で
の
説
明

会
で
同
じ
意
見
が
出

て
い
た
。
そ
れ
に
対
す
る

回
答
は
、
近
く
に
い
る
人

た
ち
が
協
力
し
て
、
担
い

で
上
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

◎
意
見
・
要
望

・
避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
は

全
国
で
ト
ッ
プ
だ
が
、

安
全
の
た
め
に
防
潮
堤

の
か
さ
上
げ
を
思
い

切
っ
て
進
め
て
ほ
し
い
。

・
町
は
津
波
対
策
し
か

や
っ
て
い
な
い
。
土
砂

崩
れ
の
心
配
の
あ
る
所

の
対
策
も
お
願
い
し
た

い
。

③
　
教
育
施
設
に
つ
い
て

問
中
央
小
学
校
の
建
て

替
え
や
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
拡
張
は
ど
う
な
っ
て

い
る
。

答　
今
年
度
は
、
小
学

校
北
側
の
道
路
整
備

を
す
る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
拡

張
用
地
は
確
保
し
て
あ
り
、

校
舎
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
全

体
的
な
計
画
の
中
で
行
う

考
え
で
あ
る
。
東
日
本
大

震
災
後
に
、
町
は
津
波
防

災
町
づ
く
り
に
重
点
を
置

き
、
計
画
が
先
送
り
に

な
っ
て
い
る
。
実
施
時
期

は
未
定
で
あ
る
。

問　
小
学
校
教
室
の
空

調
整
備
は
。

答　
中
学
校
の
後
、
順

次
小
学
校
も
進
め
る

と
は
聞
い
て
い
る
が
、
時

期
に
関
し
て
は
明
確
に
さ

れ
て
い
な
い
。

問　
吉
田
高
校
は
、
ど

う
な
る
。

答　
特
別
支
援
学
校
と

し
て
改
修
さ
れ
る
。

県
有
地
と
と
も
に
町
有
地

も
あ
り
、
年
度
末
ま
で
に

は
、
具
体
的
な
計
画
が
示

さ
れ
る
と
思
う
。

問　
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
利
用
対
象
が
、

３
年
生
ま
で
で
あ
る
。
６

年
生
ま
で
枠
を
広
げ
て
ほ

し
い
。

答　
４
年
生
以
上
は
、

高
学
年
で
も
あ
り
、

ひ
と
り
で
行
動
し
自
習
で

き
る
よ
う
に
教
育
を
受
け

て
い
る
こ
と
や
、
施
設
の

規
模
や
予
算
な
ど
か
ら
現

状
で
は
難
し
い
と
思
う
。

し
か
し
、
要
望
が
あ
る
こ

と
を
町
に
伝
え
る
。

問　
通
級
指
導
教
室
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
小
学
生
の
普
通
教

室
に
通
う
子
で
学
習

障
害
や
情
緒
障
害
な
ど
の

発
達
障
害
が
見
ら
れ
る
子

が
支
援
を
受
け
ら
れ
る
。

◎
意
見
・
要
望

・
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
が

設
置
さ
れ
た
が
、
温
度

管
理
な
ど
を
正
確
に
し

て
ほ
し
い
。

○
決
算
報
告
理
解
度

○
教
育
環
境
整
備
報
告

　
理
解
度

自彊館

よく理解で
きた10

77

7

理解できた
理解できな
かった

（単位：人）

よく理解で
きた13

73

7

理解できた
理解できな
かった

（単位：人）
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④
　
保
育
に
つ
い
て

問　
す
み
れ
保
育
園
の

南
側
は
、
駐
車
場
と

し
て
利
用
す
る
の
か
。

答　
移
転
後
の
す
み
れ

保
育
園
は
防
災
拠
点

と
し
て
の
位
置
付
け
も
あ

る
。
被
災
者
の
仮
設
住
宅

50
棟
を
建
設
す
る
用
地
と

し
て
確
保
し
て
あ
る
。

問　
す
み
れ
保
育
園
の

跡
地
利
用
は
。

答　
官
地
と
民
地
部
分

が
有
り
、
複
数
の
方

が
地
主
で
い
る
の
で
、
し
っ

か
り
と
検
討
し
な
が
ら
方

向
性
を
出
す
と
思
う
。

◎
意
見
・
要
望

・
保
育
園
の
卒
園
ア
ル
バ

ム
が
な
く
な
っ
た
。
一

生
に
一
度
の
事
で
あ
り
、

復
活
し
て
ほ
し
い
。

⑤
　
交
通
安
全
に
つ
い
て

問　
幹
線
道
路
が
一
部

供
用
開
始
し
て
か
ら

流
れ
が
変
わ
り
、
交
差
点

事
故
が
多
発
し
て
い
る
。

前
も
っ
て
事
故
を
防
ぐ
た

め
の
信
号
機
設
置
な
ど
施

設
整
備
を
で
き
な
い
か
。

答　
議
会
と
し
て
も
取

り
組
ん
で
い
る
課
題

で
あ
る
。
牧
之
原
署
管
内

の
予
算
が
決
ま
っ
て
お

り
、
限
ら
れ
た
箇
所
し
か

信
号
機
設
置
は
で
き
な
い
。

　

県
の
公
安
委
員
会
の
管

轄
で
あ
り
、
町
と
協
力
し

て
今
後
も
働
き
か
け
を
行

う
。問　

通
学
路
の
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
舗
装
を
知

ら
な
か
っ
た
。
も
っ
と
増

や
し
て
ほ
し
い
。

答　
公
安
委
員
会
と
の

協
議
が
必
要
で
、
ま

だ
実
施
箇
所
が
少
な
い
。

議
会
で
も
要
望
し
て
い
く
。

⑥
　
榛
原
総
合
病
院
に
つ
い
て

問　
榛
原
総
合
病
院
の

負
担
金
は
今
後
ど
う

な
る
の
か
。
ま
た
、
吉
田

町
の
割
合
の
根
拠
は
。

答　
建
物
な
ど
の
借
金

残
高
が
減
れ
ば
減
っ

て
い
く
。
吉
田
町
の
負
担

率
は
、
31
・
27
％
で
４
億

７
５
３
８
万
円
を
負
担
し

て
い
る
。
過
去
3
年
間
の

町
民
の
利
用
実
績
で
割
合

を
算
出
し
て
い
る
。

⑦
　
そ
の
他

問　
吉
田
町
は
原
子
力

発
電
に
対
し
て
ど
う

い
う
立
場
か
。

答　
町
長
は
廃
炉
の
考

え
で
、
議
会
は
浜
岡

原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
に

関
す
る
意
見
書
を
出
し
て

い
る
。

問　
通
学
路
に
暗
い
所

が
あ
る
。
草
が
伸
び

て
い
て
見
通
し
が
悪
い
。

街
灯
の
整
備
や
草
刈
り
の

徹
底
を
し
て
、
安
心
し
て

登
下
校
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。

答　
草
刈
り
に
つ
い
て

は
、
町
民
課
の
環
境

整
備
班
や
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て

行
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に

徹
底
す
る
よ
う
町
に
言
っ

て
い
く
。
街
灯
に
つ
い
て

も
町
に
言
っ
て
い
く
。

議員全員で協議
内容確認・仕分け

①決算
②防災
③教育施設
④保育
⑤交通安全
⑥榛原総合病院
⑦その他

議　会

議　員

委員会

今後も皆さんの意見を議会活動に生かします。

議案質疑
　・交通安全（住吉、川尻、片岡、北区）
　・子ども発達支援（川尻、北区）
　・榛原総合病院（住吉、川尻）

一般質問
　・吉田高校（川尻、片岡、北区）
　・全国学力テスト（片岡）
　・ちいさな理科館（片岡、北区）
　・公共施設管理（住吉、川尻、片岡、北区）
　・能満寺山公園（片岡）
　・内陸フロンティア（北区）

（　）内は意見が出た地区を表す。

意見・要望の活用

住吉会館

片岡会館
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町政を問う
藤　田　和　寿　議員

　

県
立
高
校
の
再
編
で
統

合
さ
れ
る
吉
田
高
校
の
敷

地
に
、
27
年
４
月
に
特
別

支
援
学
校
が
開
校
す
る
。

町
の
期
待
を
質
問
し
た
。

問　
吉
田
高
校
は
地
域

へ
学
校
開
放
し
て
き

た
が
、
変
わ
る
の
か
。

答　
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

地
域
と
の
連
携
を
図

る
こ
と
に
期
待
す
る
。

問　
学
校
に
対
す
る
町

の
期
待
は
。

答　
町
と
榛
南
地
域
に

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で

あ
る
。

問　
新
設
に
当
た
り
町

か
ら
県
へ
の
要
望
事

項
は
。

答　
学
校
施
設
を
町
の

広
域
避
難
地
お
よ
び

避
難
所
な
ら
び
に
福
祉
避

難
所
に
位
置
付
け
と
、
地

域
へ
の
学
校
開
放
を
要
望

し
て
い
る
。

問　
放
課
後
や
休
日
な

ど
に
、
吉
田
中
学
の

部
活
動
な
ど
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
使
用
で
き
な
い
か
。

答　
高
校
と
違
い
使
用

形
態
や
使
用
範
囲
な

ど
が
、
変
わ
る
と
思
わ
れ

る
の
で
、
確
認
す
る
。

　

県
は
、
空
港
周
辺
用
地

や
高
校
の
屋
根
を
対
象
に
、

災
害
発
生
時
の
非
常
用
電

源
に
関
す
る
提
案
を
求
め

て
太
陽
光
発
電
事
業
者
を
、

募
集
し
て
い
る
。

問　
公
共
施
設
へ
太
陽

光
発
電
の
設
置
は
。

答　
施
設
電
力
の
軽
減

と
環
境
教
材
と
し
て

設
置
し
、
避
難
所
の
非
常

電
源
の
ひ
と
つ
と
し
て
学

校
施
設
を
中
心
に
進
め
る
。

問　
民
間
事
業
者
へ
の

貸
し
出
し
は
。

答　
国
の
全
量
買
取
制

度
に
は
、
不
公
平
性

が
内
在
し
て
お
り
、
公
益

的
観
点
か
ら
、
利
益
を
地

域
に
還
元
す
る
仕
組
み
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
面

積
や
期
間
な
ど
の
課
題

と
、
発
電
事
業
で
は
雇
用

も
生
ま
な
い
こ
と
か
ら
、

公
共
施
設
の
屋
根
や
町
有

地
を
、
民
間
事
業
者
へ
貸

し
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。

町　の　期　待
＊通学者の利便性向上と保護者の安心感
＊相互学校訪問により、児童生徒が障害を理解
＊教育・就学相談など特別支援教育センター機能
＊地域の支援ネットワークの中核を担う学校
＊各教育現場へ講師派遣や研修会の開催支援
＊学校開放（社会教育・生涯教育・地域防災）
＊地域とともに歩む学校(地域との共生・共育)

吉田高校グラウンド

吉田町地域防災計画上の活用計画

吉
田
高
校

⃝校庭の屋外施設を広域避難地
⃝体育館などの屋内施設を避難所
⃝校舎南西に２ｔの飲料用タンク
⃝体育館外壁に特設公衆電話
⃝グラウンドをヘリポート基地

一般質問

答 障害の理解と特別支援教育体制の充実
問 町に新設される特別支援学校への期待は

問
公
共
施
設
へ
民
間
活
力
を
活
用

し
た
太
陽
光
発
電
の
設
置
は

答
太
陽
光
発
電
事
業
へ
の
貸
し
出
し
は

ク
リ
ア
す
る
課
題
が
多
く
困
難
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町政を問う
平　野　　　積　議員

全
国
学
力
テ
ス
ト

問　
こ
こ
数
年
、
静
岡

県
の
小
学
生
の
学
力

低
下
は
著
し
い
。
吉
田
町

の
こ
れ
ま
で
の
対
策
は
。

答　
各
学
校
へ
の
教
員

補
助
お
よ
び
理
科
支

援
員
の
配
置
、
図
書
費
の

増
額
に
よ
る
蔵
書
の
充

実
、
学
校
で
の
夏
休
み
や

朝
の
補
充
学
習
な
ど
の
策

を
講
じ
た
。

し
か
し
、
今
回
の
全
国
学

力
テ
ス
ト
の
結
果
を
評
価

す
る
と
、
学
力
向
上
に
働

き
か
け
る
新
た
な
施
策
の

実
施
や
既
存
の
施
策
を
更

に
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
。

問　
吉
田
町
児
童
生
徒

学
力
向
上
委
員
会
の

達
成
目
標
は
。

答　
全
国
学
力
テ
ス
ト

結
果
か
ら
見
え
た
成

果
と
課
題
を
明
ら
か

に
し
て
、
課
題
を
解

決
す
る
た
め
の
施
策

を
確
立
す
る
こ
と
で

あ
る
。

問　
教
育
委
員
会

は
学
力
向
上
に

関
す
る
目
標
設
定
を

行
っ
て
い
る
か
。

答　
目
標
設
定
は

し
て
い
な
い
。

学
力
テ
ス
ト
の
点
数
を
上

げ
る
こ
と
は
重
要
で
、
一

つ
の
指
標
と
な
る
が
、
今

は
吉
田
町
の
子
ど
も
の
課

題
解
決
で
学
力
向
上
が
図

れ
る
と
考
え
て
い
る
。

ち
い
さ
な
理
科
館

問　
ち
い
さ
な
理
科
館

の
展
示
は
長
期
展
示

が
多
い
。
定
期
的
な
更
新

は
考
え
な
い
か
。

答　
展
示
を
変
え
る
こ

と
は
入
場
者
数
増
加

に
つ
な
が
る
の
で
考
え
る
。

問　
理
科
館
へ
は
図
書

館
経
由
で
行
く
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
直
接

理
科
館
に
行
く
経
路
を
作

れ
ば
、
理
科
館
の
認
識
も

増
し
、
入
場
者
も
増
え
る

と
思
う
。

答　
今
後
、
計
画
し
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

問　
理
科
館
の
目
的
は

科
学
へ
の
扉
を
開
き

自
ら
考
え
る
子
を
増
や
す

こ
と
に
あ
る
。
講
座
で
、

現
象
が
起
こ
る
理
由
を
、

子
ど
も
た
ち
に
考
え
、
話

し
合
っ
て
も
ら
い
、
最
後

に
先
生
が
答
を
出
す
と
い

う
よ
う
な
や
り
方
も
必
要

と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

答　
理
科
館
の
現
状
、

課
題
を
整
理
し
、
取

り
組
ん
で
い
く
。

一般質問

吉田町の子どもたちの学力向上目標は問

現状の課題を明確にし、対応していく答

全国学力テスト結果（小学６年生）の抜粋
区　　分 内　容 全国 静岡県 吉田町

テスト結果

国語Ａ 62.7 57.7 ×
国語Ｂ 49.4 47.3 ×
算数Ａ 77.2 76.2 ×
算数Ｂ 58.4 56.6 ×

学習状況
結　　果

国語の勉強が好き 57.9 50.2 ×
読書が好き 72.1 69.7 ○
家で予習をする 41.3 38.1 ×
家で復習をする 51.4 45.8 △

注）①テスト結果の全国、静岡県の数字は平均正答率（％）
　　②学習状況結果の全国、静岡県の数字は
　　　当てはまるとどちらかといえば当てはまるの合計（％）
　　③吉田町のマーク
　　　　○：全国および静岡県を上回る
　　　　△：静岡県を上回るが、全国を下回る
　　　　×：全国および静岡県を下回る

講座風景（ちいさな理科館）
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一般質問

町政を問う
八　木　　　栄　議員

総合運動施設を整備する考えは問

直ちに整備の予定はない答
　

ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
多
い

吉
田
町
。
第
４
次
吉
田
町

総
合
計
画
に
お
け
る
基
本

計
画
の
中
に
記
載
し
て
あ

る
総
合
運
動
施
設
の
整
備

予
定
は
あ
る
の
か
質
問
し

た
。問　

基
本
計
画
の
中
に

あ
る
総
合
運
動
施
設

を
整
備
す
る
考
え
は
。

答　
新
た
に
整
備
す
る

に
は
、
準
備
と
土
地

の
確
保
お
よ
び
津
波
の
浸

水
区
域
な
ど
も
考
慮
し
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
。
ス

ポ
ー
ツ
振
興
と
い
う
点
で

は
、
望
ま
し
い
と
考
え
る

が
、
直
ち
に
整
備
す
る
予

定
は
な
い
。

問　
高
島
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
多
目
的
広
場
を
、

サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
と
し
て

芝
生
な
ど
、
整
備
は
で
き

な
い
か
。

答　
常
に
良
い
芝
生
状

態
を
維
持
す
る
に

は
、
多
額
の
管
理
費
用
が

必
要
と
な
る
。
現
状
の
多

目
的
広
場
の
十
分
な
補
修

に
努
め
る
。

問　
大
井
川
河
川
敷
の

占
用
面
積
を
増
や
し

て
、
学
童
用
の
野
球
場
を

作
る
考
え
は
な
い
か
。

答　
各
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
は
じ
め
、
高

島
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
野
球
場

や
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー

ト
が
あ
る
の
で
、
野
球
を

行
え
る
場
所
が
不
足
し
て

い
る
状
況
で
は
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
新
た
に
学
童

用
の
野
球
場
を
整
備
す
る

考
え
は
な
い
。

問　
高
島
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
、
仮
設
ト
イ
レ
の

増
設
は
で
き
な
い
か
。

答　
仮
設
ト
イ
レ
を
３

カ
所
設
置
し
て
あ

る
。
利
用
者
か
ら
ト
イ
レ

が
不
足
し
て
い
る
と
の
意

見
は
な
い
。

問　
住
吉
工
業
用
地
を

借
り
、
サ
ッ
カ
ー
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
整
備
し
、
な

で
し
こ
サ
ッ
カ
ー
の
拠
点

を
作
り
、
サ
ッ
カ
ー
場
は

町
民
の
皆
さ
ん
に
も
開
放

す
る
と
い
う
企
画
を
持
つ

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
あ
る
。

　

維
持
管
理
費
の
削
減
や

地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ

る
と
考
え
る
が
対
応
は
。

答　
津
波
浸
水
区
域
の

た
め
貸
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
防
潮
堤
の
か
さ

上
げ
を
し
、企
業
誘
致
と
し

て
売
却
す
る
方
針
で
あ
る
。

吉田町体育協会登録団体・人数
（屋外競技に限る。H25）

競 技 名 団体数 人数

陸 上 競 技 0 69

サ ッ カ ー 8 150

野 球 10 235

テ ニ ス 0 22

ソ フ ト ボ ー ル 21 420

グラウンドゴルフ 13 284

ゲ ー ト ボ ー ル 0 34

合　　　計 52 1214

高島グラウンド（大井川河川敷）
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一般質問

町政を問う
佐　藤　正　司　議員

　

公
共
施
設
の
管
理
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

問　
町
道
の
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
に
わ
だ
ち
が
で

き
危
険
な
と
こ
ろ
が
あ
る

舗
装
の
工
夫
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答　
国
の
補
助
事
業
で

「
社
会
資
本
総
合
整

備
計
画
」
を
利
用
し
て
吉

田
町
路
面
性
状
調
査
業
務

委
託
を
発
注
し
、
27
年
度

か
ら
舗
装
修
繕
を
図
る
計

画
で
あ
る
。

問　
台
風
や
大
雨
の
被

害
で
、
海
岸
に
流
木

が
た
ま
っ
て
お
り
美
化
の

た
め
撤
去
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
町
が
主
体
と
な
っ

て
清
掃
す
る
考
え
は
な
い

か
。答　

町
の
海
岸
は
、

国
・
県
が
管
理
す
る

海
岸
と
、
町
が
管
理
す
る

漁
港
区
域
が
あ
る
。
こ
の

た
め
、
海
岸
管
理
者
で
あ

る
県
に
対
し
、
良
好
な
海

岸
環
境
が
保
た
れ
る
よ
う

流
木
の
撤
去
を
早
急
に
実

施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
強

く
要
望
し
て
い
る
。

問　
住
吉
地
内
の
地
下

水
路
の
異
臭
が
、
近

隣
住
民
の
迷
惑
と
な
っ
て

い
る
。
対
策
は
ど
の
よ
う

に
と
っ
て
き
た
か
。

答　
大
浜
川
は
、
既
に

地
下
水
路
と
し
て
の

整
備
は
済
ん
で
お
り
、
異

臭
が
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
構
造
上
の
問
題
で
は
な

く
、
そ
こ
に
流
れ
込
む
生

活
排
水
や
地
下
水
路
内
の

堆
積
物
な
ど
が
原
因
と
考

え
ら
れ
、
昨
年
度
に
地
下

水
路
内
の
し
ゅ
ん
せ
つ
を

行
っ
た
。
な
お
、
地
下
水

路
に
排
水
し
て
い
る
周
辺

の
事
業
者
に
は
、
汚
水
を

で
き
る
限
り
浄
化
し
て
流

す
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
る
。

問　
湯
日
川
な
ど
は
、

草
が
は
え
、
西
宮
公

園
は
街
灯
が
暗
い
、
防
犯

上
の
対
策
は
。

答　
湯
日
川
は
、
河
川

管
理
者
が
県
で
あ

り
、
町
道
認
定
し
て
い
る

道
路
両
端
部
分
１
メ
ー
ト

ル
を
町
が
管
理
し
除
草
し

て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
区

域
は
県
に
対
し
て
、
除
草

の
要
望
を
強
く
し
て
い
る
。

西
宮
公
園
内
の
照
明
灯
の

明
る
さ
は
、
実
態
と
し
て
、

防
犯
上
問
題
の
あ
る
照
度

で
は
な
い
と
考
え
る
。

公
園
内
の
照
明
灯
は
、
近

隣
住
民
へ
の
配
慮
や
冬
季

の
日
没
時
間
を
考
慮
し
、

タ
イ
マ
ー
設
定
す
る
な
ど

適
切
に
管
理
し
て
い
る
。

答 調査して舗装修繕を図る
問 町道の舗装で危険なところがあるが対策は

住吉海岸の流木

湯日川土手の雑草
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町政を問う
山　内　　　均　議員

文
化
財
の
指
定
・�

保
護
に
つ
い
て

問　
文
化
財
保
護
条
例

は
あ
る
が
、
指
定
基

準
が
な
い
。
重
要
な
史
跡

な
ど
を
指
定
す
る
基
準
は

あ
る
か
。

答　
歴
史
的
文
化
財
で

は
歴
史
的
に
ど
の
位

置
で
あ
る
の
か
、
希
少
価

値
が
あ
る
の
か
を
考
慮
し

な
が
ら
専
門
的
判
断
で
指

定
さ
れ
て
い
る
。

問　
文
化
財
に
指
定
し

た
大
事
な
も
の
を
保

存
・
保
護
す
る
た
め
に
町

は
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ

て
い
く
の
か
。

答　
指
定
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
保
存
活
動

は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

現
在
は
「
吉
田
町
の
文

化
財
」
の
改
訂
版
を
発
行

す
る
た
め
文
化
財
保
護
審

議
会
協
力
の
も
と
、
町
指

定
文
化
財
の
現
地
調
査
を

行
い
な
が
ら
改
定
作
業
を

行
っ
て
い
る
。

問　
歴
史
的
文
化
的
に

価
値
あ
る
文
化
財
を

正
し
く
後
世
に
受
け
継
ぐ

た
め
に
町
で
は
何
か
考
え

て
い
る
か
。

答　
町
指
定
文
化
財
で

あ
る
工
芸
品
や
伝
統

行
事
を
地
域
で
守
り
、
継

承
す
る
活
動
は
昔
か
ら
住

民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
続
け

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

活
動
を
引
き
続
き
見
守
っ

て
い
く
。

問　
歴
史
的
な
建
造
物

や
行
事
な
ど
の
説
明

板
の
充
実
は
。

答　
文
化
財
の
活
用
を

図
る
う
え
で
、
必
要

に
応
じ
内
容
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

能
満
寺
山
公
園
に
つ
い
て

問　
能
満
寺
山
公
園
の

全
体
計
画
お
よ
び
周

辺
構
想
に
つ
い
て
考
え
は
。

答　
能
満
寺
山
公
園
は

昭
和
56
年
４
月
３
日

に
都
市
計
画
さ
れ
た
特
殊

公
園
で
あ
る
。
現
在
は
駐

車
場
整
備
を
進
め
て
お

り
、
周
辺
の
環
境
整
備
を

図
り
な
が
ら
、
能
満
寺
山

公
園
と
湯
日
川
の
水
辺
周

辺
環
境
を
一
体
化
し
、
高

齢
者
や
障
害
者
の
方
々
に

も
、
気
軽
に
楽
し
ん
で
も

ら
う
た
め
整
備
を
進
め
て

い
る
。

吉田町指定文化財一覧表
国指定 天然記念物 能満寺のソテツ

県指定 工芸品
刀（銘源正行）
太刀（銘備前長船師光）
脇指（銘虎徹入道興里）

町指定

史跡

家康御陣場跡
大熊備前守屋敷跡
小山城跡
能満寺原古墳
条里制遺跡
鈴木養邦氏の石橋
長源寺の経塚

工芸品

萬年の茶がま
和泉太夫使用の人形
三番神社所蔵の人形の首
林泉寺の十王像

無形民俗文化財 地蔵院の百万遍
寺島川除地蔵の灯籠あげ

古文書
野中家所蔵の古文書
武田氏の朱印状
能満寺の古文書

書跡 能満寺の山王額・寺号額
天然記念物 萬年のサツキ
彫刻 本寿寺の木彫り龍
絵画 川本月下「梅花の図」
建造物 川尻の道標

一般質問

歴史を継承し魅力ある文化を育む施策は問
小中学校において、文化・歴史・産業を学習するための
� 社会科副読本を利用して、文化財の理解を深めている答
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一般質問

町政を問う
河原崎　曻　司　議員

地場産業の振興と活性化は問

吉田町魅力創造委員会に答
　

吉
田
町
に
は
産
業
４
団

体
と
し
て
農
業
・
沿
岸
漁

業
・
内
水
面
漁
業
・
商
工

会
が
あ
る
。
町
の
地
場
産

業
の
振
興
と
活
性
化
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

問　
農
業
に
つ
い
て
50

年
続
い
た
減
反
の
廃

止
と
米
保
証
制
度
を
国
が

見
直
し
た
。
農
家
の
高
齢

化
や
担
い
手
不
足
と
Ｔ
Ｔ

Ｐ
交
渉
が
進
む
中
、
町
内

の
耕
作
放
棄
地
18
・
５
ha

の
再
利
用
は
。

答　
遊
休
農
地
解
消
対

策
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
非
農
家
出
身
者
を

町
外
か
ら
受
け
入
れ
地
域

農
業
の
担
い
手
と
し
て

「
が
ん
ば
る
新
農
業
支
援

事
業
」
を
行
っ
た
。

昨
年
度
は
10 

ha
の
耕
作

放
棄
地
が
解
消
さ
れ
た
。

問　
沿
岸
漁
業
・
内
水

面
漁
業
に
つ
い
て
25

年
１
月
に
、
吉
田
・
相
良
・

地
頭
方
・
御
前
崎
の
４
漁

協
が
合
併
し
、
南
駿
河
湾

漁
業
協
同
組
合
と
な
っ

た
。
内
水
面
漁
業
で
は
平

成
20
年
４
月
に
丸
榛
吉
田

う
な
ぎ
・
焼
津
う
な
ぎ
・

大
井
川
養
殖
・
中
遠
養
鰻

の
４
漁
協
が
合
併
さ
れ
静

岡
う
な
ぎ
漁
業
協
同
組
合

と
な
っ
た
。
町
内
の
２
漁

協
が
広
域
合
併
を
し
た
。

町
の
産
業
振
興
に
効
果
が

あ
っ
た
か
。

答　
合
併
に
よ
っ
て
、

事
業
の
効
率
化
、
人

件
費
や
維
持
管
理
費
の
削

減
で
経
営
体
の
安
定
が
図

ら
れ
た
。「
う
な
ぎ
・
し

ら
す
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し

町
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
を
し

て
特
産
物
の
振
興
に
努
め

て
い
る
。

問　
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

計
画
の
進
捗
状
況
は
。

答　
国
か
ら
総
合
特
区

の
指
定
を
受
け
て

「
物
資
供
給
拠
点
確
保
」

「
企
業
活
動
維
持
支
援
」

の
２
事
業
を
民
間
企
業
向

け
の
地
域
セ
ミ
ナ
ー
で
町

の
取
組
み
を
紹
介
し
て
い

る
。
農
用
地
区
域
の
除
外

に
関
す
る
規
制
緩
和
の
協

議
を
進
め
て
い
る
。

問　
地
場
産
品
売
り
場

「
道
の
駅
」
は
。

答　
吉
田
町
魅
力
創
造

委
員
会
の
申
し
入
れ

に
対
し
産
業
振
興
の
拠
点

施
設
の
整
備
を
積
極
的
に

関
わ
り
調
整
す
る
。

しらす漁水揚げ（吉田漁港）

レタス栽培（吉田たんぼ）
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吉田町議会基本条例素案
　

議
会
改
革
特
別
委
員
会
は
、

吉
田
町
議
会
基
本
条
例
に
つ
い

て
、
住
民
説
明
会
や
議
会
報
告

会
を
経
て
協
議
し
て
き
ま
し
た
。

　

12
月
24
日
の
委
員
会
に
お
い

て
素
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

【
議
会
が
目
指
す
も
の
】

誰
も
が
、「
住
ん
で
よ
か
っ
た
・

住
み
た
く
な
る
町
」

【
議
会
の
使
命
】

町
民
に
と
っ
て
、
最
良
の
意
思

決
定
。

【
議
会
の
役
割
】

最
良
の
意
思
決
定
に
よ
り
、
町

民
福
祉
の
向
上
と
町
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
。

【
条
例
の
目
的
】

５
項
目
を
活
性
化
す
る
こ
と
を

町
民
に
約
束
す
る
。

☆
議
員
活
動

☆
議
会
活
動

☆
町
民
と
議
会
と
の
関
係

☆
議
会
と
行
政
と
の
関
係

☆
議
会
改
革
の
推
進

吉
田
町
議
会�

基
本
条
例
素
案

【
前
文
】

　

吉
田
町
議
会
の
最
大
の
使
命

は
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担

う
議
事
機
関
と
し
て
、
常
に
町

民
福
祉
の
向
上
と
町
の
発
展
を

第
一
義
と
し
た
最
良
の
意
思
決

定
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
使
命
を
達
成
す
る
た
め

に
、
議
会
は
、
町
民
へ
の
情
報

提
供
及
び
町
民
と
の
意
見
交
換

を
活
発
に
行
い
、
そ
の
前
提
に

立
っ
て
議
員
相
互
の
徹
底
し
た

議
論
を
十
分
に
尽
く
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
議

会
を
構
成
す
る
吉
田
町
議
会
議

員
は
、
町
民
の
負
託
を
厳
粛
に

受
け
止
め
、
常
に
町
民
の
代
表

者
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
質

の
高
い
議
会
活

動
を
通
じ
て
、

町
民
に
と
っ
て

最
良
の
意
思
決

定
を
導
く
責
務

が
あ
る
。

　

議
会
及
び
議

員
の
責
務
を
全

う
し
、
誰
も
が

「
住
ん
で
よ
か
っ

た
・
住
み
た
く

な
る
町
」
の
実

現
に
向
け
て
、
常
に
最
良
の
意

思
決
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
議
会
及
び
議
員
の
活

動
原
則
並
び
に
議
会
運
営
の
公

開
性
、
公
正
性
及
び
透
明
性
を

担
保
す
る
た
め
に
吉
田
町
議
会

基
本
条
例
を
こ
こ
に
制
定
す
る
。

制
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

＊
1
月
20
日
～
2
月
19
日

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

＊
2
月
下
旬

　

最
終
見
直
し

＊
3
月
定
例
会

　

条
例
案
を
議
員
発
議
・
制
定

　
　
議
会
改
革
特
別
委
員
会

�

委
員
長
　
藤
田
和
寿

【
資
料
の
閲
覧
場
所
】

○
吉
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

○
役
場
1
階
情
報
コ
ー
ナ
ー

○
役
場
4
階
議
会
事
務
局

○
各
自
治
会
（
住
吉
・
川
尻
・
片
岡
・
北
区
）

○
吉
田
町
立
図
書
館

【
募
集
期
限
】

26
年
2
月
19
日
ま
で

【
応
募
資
格
】

〇
町
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学

し
て
い
る
人

〇
町
内
の
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を

有
す
る
人

〇
右
記
の
ほ
か
、
意
見
募
集
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
事
案
に
利
害
関
係

を
有
す
る
人

【
提
出
方
法
】

所
定
の
様
式
に
よ
り
、
電
子
メ
ー
ル
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
の
方
法
で
議
会

事
務
局
に
提
出
す
る
。

【問い合わせ先】

議会事務局

〒421-0395
静岡県榛原郡吉田町住吉87番地

ＴＥＬ　0548－33－2141
ＦＡＸ　0548－32－9770

Eメール
gikai@town.yoshida.shizuoka.jp

パブリックコメント募集中

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
制
度
で
す
。

　
素
案
を
事
前
に
公
表
し
、
意

見
を
う
か
が
い
、
意
見
に
対
し

て
考
え
方
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を
考

慮
し
て
最
終
案
を
つ
く
っ
て
い

く
一
連
の
手
続
き
を
い
い
ま
す
。
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議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

議
会
広
報
推
進
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

増
田
　
剛
士

副
委
員
長　

平
野
　
　
積

　
　

委
員　

山
内
　
　
均

　
　
　
　
　
枝
村
　
和
秋

　
　
　
　
　
大
塚
　
邦
子

　
　
　
　
　
藤
田
　
和
寿

　

消
費
者
と
し
て
の
資
質

向
上
と
、
よ
り
良
い
消
費

生
活
の
実
施
を
目
的
に
、

男
性
一
人
を
含
む
10
人
の

会
員
が
、
本
年
度
の
目
標
、

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め

の
ご
み
減
量
や
資
源
化
の

ほ
か
、
食
の
安
心
、
安
全

を
守
る
活
動
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

県
受
託
事
業
と
し
て
、
悪

徳
商
法
か
ら
身
を
守
る
た

め
の
出
前
講
座
を
開
催
し
、

決
し
て
だ
ま
さ
れ
な
い
よ

う
寸
劇
な
ど
で
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　

消
費
者
と
し
て
、
商
品

を
選
ぶ
の
は
あ
な
た
自
身
。

正
し
い
知
識
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　

会
で
は
、
出
前
講
座
の

申
し
込
み
が
あ
れ
ば
、
ど

こ
へ
で
も
出
向
き
ま
す
。

　

ま
た
、
楽
し
く
学
習
す

る
メ
ン
バ
ー
も
募
集
し
て

い
ま
す
。

出
前
講
座
の
申
し
込
み
先

　

浅
井
和
子
会
長

 

☎
３
２
―
３
１
４
０

「
消
費
者
力
を
つ
け
よ
う
！
」

を
モ
ッ
ト
ー
に

出
前
講
座
は

町
の
イ
ベ
ン
ト
で
ア
ピ
ー
ル

す
る
会
員
の
皆
さ
ん

まちの話題

吉田町消費者グループ
おつかれさんです

「だまされないで！」と出前講座を開催
（さわやかクラブ高畑公会堂にて）

すみよしっ子発表会（住吉小）

第30回吉田町駅伝大会（吉田中グラウンド）

☎
０
５
４
８
―
３
３
―
２
１
４
１

次
の
第
１
回（
３
月
）定
例
会
の
予
定
で
す
。

３
月
３
日（
月
）　　
本
会
議

３
月
４
日（
火
）　　
委
員
会

３
月
10
日（
月
）　　
連
合
審
査
会

３
月
11
日（
火
）　　
連
合
審
査
会

３
月
13
日（
木
）　　
一
般
質
問

３
月
14
日（
金
）　　
一
般
質
問

３
月
17
日（
月
）　　
委
員
会

３
月
19
日（
水
）　　
委
員
会

３
月
24
日（
月
）　　
全
員
協
議
会

３
月
25
日（
火
）　　
本
会
議

傍
聴
希
望
者
は
、当
日
、役
場
4
階
議
会

事
務
局
で
受
け
付
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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